
（別紙３）

〜 令和7年12⽉12⽇

（対象者数） 19名 （回答者数） 18名

〜 令和7年12⽉12⽇

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・学習の補助教材の充実、職員のサポート体制を
継続して⾏い、さらに児童が探究⼼をもち、積極
的に学習に取り組むことができるようにしてい
く。
・学習に苦⼿意識があり、抵抗感が強い児童に対
して、学習を楽しいと思えるような課題を考え、
提供できるようにしていく。

2
・個々の児童の特性や理解度に合った内容を検討
し、幅広い学年の児童が活動の内容を理解し、楽
しめるように⼯夫する。

3
・個別⽀援計画に関係機関と情報を共有したこと
や職員間で共通理解したことを反映させ、PDCA
サイクルを意識し、⽀援の質を⾼めていく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・保護者会を開催し、さらに保護者様と事業所の
つながり
を深める。
・保護者様向けの研修会を開催し、家庭⽀援を⾏
なっていく。

2
・市の障害福祉課や協議会等に放課後児童クラブ
や他の放課後等デイサービスとの交流イベントの
開催の呼びかけをお願いする。

3
・連絡帳アプリで発信していく
・連絡帳アプリ内でのマニュアルの確認の仕⽅を
伝えられるようにする。

・放課後児童クラブや児童館との交流や、地域
の他のこどもと活動する機会が少ない。

・各種マニュアルの存在や職員の研修・訓練等
を⾏なっていることを知らない保護者の⽅が多
い。

・事業所側から市の放課後児童クラブなどへ
の交流イベント
の活動の提案がしづらい。

・各種マニュアルが連絡帳アプリ内で確認で
きることや研修・訓練を実施したことの周知
が⾜りていない。

・活動プログラムで「感覚統合」「製作活動」
「ライフスキル」を取り⼊れ、５領域を網羅し
た活動を提供している。
・⼟曜⽇のイベントでお出かけやバザーを開催
し、地域資源を活⽤した活動を⾏なっている。

・活動の⾒通しを⽴てることができるよう
に、パワーポイントで内容を提⽰したり、製
作であれば⾒本を準備したりしている。
・事前に職員間で活動の内容を共有し、活動
に滞りがないようにしている。

・学校や相談⽀援事業所等の関係機関と定期的
に情報共有を⾏い、⽇々の⽀援につなげること
ができている。

・関係機関と情報を共有した内容を職員間で
再度共有し、職員全体で⼀⼈⼀⼈のお⼦様の
特性について、共通認識を図っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・⼟曜⽇のイベントが⽉に１回程度のため、
保護者会等を設ける機会を設定しづらかっ
た。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

・学習の時間を設け、集中して学習に取り組む
ことができるように環境を整えている。
・積み重ね学習に取り組むことで、既習学習の
定着を図っている。
・登所してから宿題に取り組むことを習慣化し
ている。

・学習に苦⼿意識のある児童に対するアプ
ローチを考え、
主体的に学習に取り組むことができるように
⼯夫している。
・それぞれの児童の学習理解度に合わせた課
題を設定し、無理なく学習に取り組むことが
できるようにしている。

・⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催
ができておらず、保護者同⼠の交流の機会が少
ない。
（令和8年2⽉に実施予定。）

○従業者評価実施期間 令和7年11⽉26⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年1⽉7⽇

○事業所名 放課後等デイサービス マザーズWEST

○保護者評価実施期間 令和7年11⽉26⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


